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テーマ「情報化教育法の実践と評価」 

 

担当 研究会委員会 
松永公廣／西野和典 

 

開催日：２００５年３月１２日（土） 
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     情報教育全般についての発表も歓迎します。 
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教育システム情報学会シンポジウム 

「協調学習と支援技術」実施報告 
 

CSCL と支援技術特別委員会 
担当理事・委員長 

伊東 幸宏 

 

 教育システム情報学会ではCSCLと支援技術特別委員会を本年度より発足させた。この委員会で

は，協調学習と支援技術の現状分析と共に，これからの教育へどのように利用できるのか，また

協調学習によって教育はどのように変わるのか，について調査と提言をしていく予定である。こ

のシンポジウムはその最初の活動であり，本学会企画委員会と共同で企画して2004年10月30日に

東京都千代田区の上智大学にて開催された。プログラムは，広く関連の研究者，教育実践者に協

調学習とその支援技術の現状について知っていただき，またその将来について考えるきっかけと

なるよう企画された。岡本学会長による挨拶に始まったプログラムは，特別講演，実践事例紹介，

パネルセッションと盛りだくさんの内容で，当日は会場の収容人数一杯の約120名の参加者を迎

え、大盛況であった。シンポジウムを企画した両委員会を代表し、先ずは御礼を申し上げたい。 

 岡本学会長は，挨拶を兼ねて「CSCLに期待すること」と題して，デジタル・ネットワーク社会の

特質と意味，協調学習の意味とそれを支援するために求められる技術，ISOにおける協調学習基盤

と学習者間相互作用スキーマの標準化，e-Learningを取りまく社会的視点について話された。 

 特別講演では，岡田謙一慶應義塾大学教授が「ユビキタス社会の協調作業支援技術」という題

で講演された。協調学習支援と技術的に近い関係にある協調作業支援において，ユビキタスコン

ピューティングに代表される最先端情報技術がどのように利用されているかについて，アウェア

ネスの提供という点を中心に紹介された。 

 午後は「実践事例紹介」として7件の講演が行われた。まず，初等・中等教育における事例と

して稲垣忠氏（東北学院大学），中村純氏（玉川学園高等部），大島律子氏（中京大学）から紹介

があった。次に，高等教育における事例として原潔氏（日本ユニシス・ソリューション），田中

規久雄氏（大阪大学）（代理で平治彦氏/日本データパシフィック）から紹介があった。最後に，

企業教育における事例として栗山健氏（学習研究社），古賀明彦氏（日立製作所）から紹介があ

った。このような貴重な実践や試行実験が日々行われており，シンポジウムの開催や論文集にま

とめることを通じて経験を交流していくことが重要であることが認識された。 

 パネルセッションでは「協調学習が拓く教育の未来」というテーマで，4名のパネリストから

先端的な研究成果について講演をいただいたうえで，それを踏まえてフロアを交えて討論がなさ

れた。大島律子氏（中京大学）からは「協調学習を確かなものにするための評価」というタイト

ルで，学習プロセス，タスク，協調学習ツールの関係を十分に考慮して協調学習をデザインする

こと，そのデザインの洗練には，短期的な評価に加えて，長期的な観察にもとづく評価が重要で

あることが示された。緒方宏明氏（徳島大学）からは，ユビキタス学習環境（u-learning）に関

する先端的な技術の紹介を通じて，徳島大学で進められているRTRPL（Right Time and Right Place 

Learning）学習支援環境の研究成果が示された。玉木欽也氏（青山学院大学）は，AML II（Aoyama 

Media Lab II）プロジェクトの成果として，国際・国内・大学間での協調学習の実践事例が紹介

され，大学専門教科での協調学習を支える基盤技術と教育サービスモデルの成功経験の蓄積が進

んでいることが示された。香山瑞恵氏（専修大学）からは，協調学習の支援基盤というテーマで，

協調学習に対するニーズを適切にシステム設計に反映させるうえで基礎となる協調学習支援シ

ステムアーキテクチャモデルが提示された。 

次ページへつづく 
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 永野企画委員長が会場で総括されたように、協調学習に関する，デザイン・技術・実践・評価

の視点を交錯させた議論を進めることが，この分野の研究の推進に，これから益々重要になって

いくであろうことを確信させるパネルであった。 

 本委員会はこのシンポジウムを皮切りに，

引き続き，協調学習とその支援技術に関する

調査・提言を行なっていき，今後も様々な企

画を通して，この分野の発展に貢献したいと

考えている。末筆ではあるが，この企画を開

催するにあたってご支援いただいた関係者の

皆様に感謝いたします。 
 
（文責 池田満，井上智雄，酒井三四郎） 

■ 教員公募 ■ 

広島大学 

 
公募人員 大学院工学研究科情報工学専攻知識情報工学講座（データベース工学教育科目） 

助教授１名 
 
専門分野 人間の知的活動を活性化するソフトウェアシステムに関する研究分野．インタラク

ティブシステム（知的 CAI，CSCL，発想支援システム，知的インタフェイスなど）， 

知識工学（オントロジー，知識マネジメント，セマンティック Web など），マルチ

メディア応用（仮想現実感，拡張現実感，実世界指向インタフェイスなど）を含む 
 
着任時期 平成１７年１０月１日 

応募締切 平成１７年３月３１日必着 

照 会 先 情報工学専攻 教授 平嶋 宗 

tel:082-424-7670，fax：082-424-7878 

E-mail tsukasa@isl.hiroshima-u.ac.jp 

詳  細 http://www.huis.hiroshima-u.ac.jp/ 参照 
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高等教育のｅラーニングの現状や課題

について熱心な論議が行われた。 

 
各国の高等教育のｅラーニングの状況

と日本の大学の課題を語る中原さん。 

第６回 ｅラーニング技術特別委員会シンポジューム開催報告 

 

ｅラーニング技術特別委員会 

委員長 小松 秀圀 
 

１１月８日に第６回ｅラーニング技術特別委員会のシンポジュームが産業能率大学の協賛を得て開か

れました。高等教育のｅラーニングに的を絞ったテーマでしたが７０名を越える参加者で賑やかなシン

ポジュームとなりました。 

会場には毎日新聞の平野記者が取材に来られ、当日夕方には早速毎日インタラクティブの教育ニュー

スにアップされました。平野記者の許可を得て当日のニュースを以下の通り転載致します｡ 

ｅラーニング：大学での推進法、支援体制を論議 
 教育システム情報学会の第６回ｅラーニング技術特別委員

会シンポジウム「大学で使いやすいｅラーニング学習環境と

は」が８日、東京都目黒区の産業能率大学で開かれた。独立法

人 メディア教育開発センター研究開発部 助手の中原淳さ

んが「サステイナブルなｅラーニングの創造……組織、支援体

制に着目して」と題して講演、欧米、アジア各国のｅラーニン

グの状況、日本の現状を概観した後、持続的なｅラーニングを

推進するための要件を指摘した。 

◆各国の状況◆ 
 中国について、中原さんは「改革開放経済に転換して以来、

高等教育が急速に大衆化したが、学生の急増に高等教育機関の

整備が追い着かず、大学も教員も教材も不足している。それを

補完するためにｅラーニングを始めた」と報告、中国は２００

５年にｅラーニングの履修者を５００万人に増やす計画だが、インフラ整備の遅れ、教育の質のバラツ

キが問題だと指摘した。 

 英国は以前からｅラーニングの輸出を進めている。中原さんは

英国政府の出資で進められている「ＵＫｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｉ

ｅｓ」について報告、「現在２０大学が参加し、経営学、保健、英

語、教員養成などのコースを世界に発信している。自宅で英国の

大学の学位が取れる。海外１７カ国３２機関と提携、中国にも進

出している」と述べた。 

 韓国は政府が先頭に立って教育のＩＴ化を進め、「２１世紀の教

育システムとして誰でも学べるＥｄｕｔｏｐｉａ構想を打ち出し、

実現の手段としてＩＣＴに注目し、２０００年にサイバー大学を

誕生させた」と報告した。現在１６大学で約２万４０００人の学

生がおり、８２％が高卒の社会人。サイバーＭＢＡも２０００年

に１０大学が設立され、取り組みは進んでいるという。しかし、

中原さんは「将来の伸びは見通しにくい。韓国ではむしろ初等中

等教育熱の伸びが高等教育をしのいでいる」と述べた。 

 最大のｅラーニング国である米国では、全大学の５６％、２３２０大学がｅラーニングを実施、２０

００年のｅラーニング単位履修者は３０８万人に上ったと報告した。米国のｅラーニングが進んでいる

理由について、「大学間の学生獲得競争が激化し、利益の出るコース提供を目指して大学の企業化が進

んでいる。一方で株式会社による大学経営も進んでいる。大学の企業化と企業の大学化の２つの動きに

よって繁栄している」と分析した。 

また、ｅラーニングで米国が強い理由として「日本の大学設置基準のような中央の一律の規制がない

ので、大学が事業やコースづくりにスピーディに取り組める」「世界から学生が集まるので、マーケッ

トが広い」「学歴が確実に収入に結びつく学歴社会である」といった点を挙げた。 
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取り組んでいるｅラーニングの現状を報告する、

左から不破さん、梶田さん、古賀さん。 

◆日本の課題◆ 
 日本の高等教育について中原さんは「授業のＩＴ化は進んでいるが、ｅラーニングによる授業配信が

進んでいない」と分析、持続的なｅラーニングには、「ポリシーと戦略の立案、そして支援組織の構築

が最低限の要素であり、推進力だ」と主張、さらに「日本の大学では支援センターについての論議が少

なく、支援組織があっても職員は４人以下が２５％、８人以下が半数と圧倒的なマンパワー不足だ。し

かも情報化で仕事は増えている。構造的にうまくいかないようになっている」と指摘した。 

 日本の高等教育のｅラーニングを進めるには、「大学にｅラーニング人材部門を設けるべきだ。専門

職と事務一般職の育成が必要。新規採用は難しいので、職員のリカレント教育が有効ではないか。ニュ

ーヨーク大学にはｅラーニング推進と教育を行う組織がある。日本の大学にもこのような組織が必要で、

重点的に投資を行う必要がある。これまでは一部の教職員によるボランティア的な活動が多かったが、

組織的な活動へ変えていく必要がある」と訴えた。 

◆大学の事例◆ 
 ２部のシンポジウムでは、日本のインストラク

ショナルデザインの第一人者、鈴木克明岩手県立

大学教授が司会を務め、名古屋大学、信州大学、

産業能率大学の事例が報告された。 

 名古屋大学の梶田将司助教授は、「大学教育の

インフラは学習管理システム（ＬＭＳ＝Ｌｅａｒ

ｎｉｎｇ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅ

ｍ）ではない。ＬＭＳは企業教育を対象にしてい

て、大学のコース管理には相応しくない。大学の

教育用インフラ整備はコース管理システム（ＣＭ

Ｓ＝Ｃｏｕｒｓｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓ

ｙｓｔｅｍ）がカギ」と主張した。そして、ＣＭ

Ｓは「ひとまとまりの教育プロセス（コース）で、

講義時間、課外時間の学習活動を総合的に支援す

るシステム」と説明、ＣＭＳには「利用者数、機

能の増大に応じられるスケーラビリティ、独自機

能の強化や他のシステムとの連携がしやすいカスタマイザビリティ、投資を無駄にしないで増強できる

持続的開発性、トラブルへの対応など高度な利用可能性の４つが必要だ」と述べた。 

 信州大学は２００２年にインターネット大学院、２００４年にインターネット大学を開校した。不破

泰教授は開校までの経緯や現況について報告した。不破教授は「大学が生き残るには他の地域からも学

生を集めたい、それにはｅラーニングが相応しいという現実的な判断からスタートした。資金がないの

で有料のＣＭＳなどは使わず、サポートする人に費用を使った」と説明した。コンテンツはさまざまな

ものを検討した結果、「解説文と図やアニメーションを中心にした教材で、自習型テストを置いたドリ

ル型教材の効果が高いことが分かった」と述べた。またｅラーニング実施で成績は上がり、リタイヤ率

は下がったことを報告、今年行った学生アンケートでは「教材では、講義の動画配信は『役に立たない』

という意見が多かった」と述べ、教員と学生のコミュニケーションの方法では「掲示板、電子メールは

評価が高かったが、チャットやウェブカメラは役に立たないという答えが多かった。これは、自分のペ

ースで学習したい、時間にしばられたくないと思っているからだ」と分析した。 

 産業能率大学ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ開発センターの古賀暁彦さんは「学生の就職試験対策として実力

養成講座を始めた。授業だけでは実力がつかないので、自習が必要と判断、そのためにｅラーニングを

採用した。講座は教職員が一体になって制作した」と説明した。ｅラーニングの受講は当初、任意だっ

たが必須に変えたところ、修了率は講座Ａ（数理）で昨年の４３％から今年は７１％に上昇、また模擬

試験でもｅラーニングをやった学生とやらなかった学生に大きな差が出たことを報告、「ｅラーニング

ありきでなく、学習ニーズから出発することが大事。組織内、組織間の連携、外部の活用が大事」とｅ

ラーニング成功のポイントを話した。 

毎日新聞 2004 年 11 月 8日 22 時 29 分 
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2004 年度第 5 回研究会のごあんない 

テーマ：『高等教育における ICT 利用システム - 遠隔教育，

生涯教育を含む』 
 

担 当：研究 会委員会 

渡辺 成良／黒瀬 能聿 
 

開催期日：2005 年 1 月 22 日（土） 
  開催場所：電気通信大学 総合研究棟 6 階 601 室 
            東京都調布市調布ヵ丘 1-5-1 
            http://www.uec.ac.jp/acc/map.html 

■■ プログラム ■■ 
○ 10:00 ― 12:00 
 
1．学習状況ナビゲーションを添加した議論による学習支援システムの提案 

田 辰元（電気通信大学電気通信学研究科），渡辺 成良（電気通信大学） 
 
2．問題解決学習支援システム CAFEKS における問題解決実行支援の実装 

三原 栄輔，長谷川 啓行，金子 浩史，鴫原 邦夫，長谷川 健治，山地 典顕，掛川 淳一，

藤井 雅弘，伊丹 誠，伊藤 紘二（東京理科大学基礎工学部） 
 
3．リソースへのアノテーションに基づく概念関連マップを用いた知識形成支援 

石丸 豊，石原 正樹，高崎 晃一，掛川 淳一，藤井 雅弘，伊丹 誠，伊藤 紘二（東京理科大

学基礎工学部） 
 
4．本と人・人と人との絆を結ぶ「互恵的な読書環境」の創出 

－ 電子掲示板を活用した多読プログラム支援ツールの開発 － 
水野 邦太郎（慶応大学 SFC），川村 昌弘（慶応大学 SFC 政策・メディア研究科） 

 
＜昼休み＞ 

 

○ 13:20 ― 15:20 
 
5．専門重視の相互作用型 e-ラーニング実践 

岡本 敏雄，塚原 渉，関 一也（電気通信大学情報システム学研究科） 
 
6．統合型漢字学習環境 WWW-KALIST における学習者モデルの共有手法 

林 敏浩（香川大学総合情報基盤センター），林田 行雄（佐賀大学理工学部） 
 
7．教材ウェブサービス共有のためのメタデータとその探索手法 

越智 洋司（近畿大学理工学部），矢野 米雄（徳島大学工学部） 
次ページへつづく 
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8．競合的情報共有アプローチによる Web 教材オーサリングシステム、 

袁 飛，光原 弘幸，金西 計英，矢野 米雄（徳島大学工学部） 
 
○ 15:30― 17:30 
 

9．短時間追加講義を含めた遠隔協調学習の方法、 

ディリムラット ティリワルディ, 高橋 稔哉, 高田 昭伸, 小泉 寿男（東京電機大学大学院） 
 

10.プログラミング言語学習を意識させないアルゴリズム作成・テスト環境の構築 

新村 晃示, 鈴木 浩之, 稲垣 文雄, 伊藤 大輔, 小西 達裕, 伊東 幸宏（静岡大学情報学部） 
 

11.学習用 Guided Tour の作成と演出 

柏原 昭博，栗山 洋平（電気通信大学），長谷川 忍（北陸先端科学技術大学院大学） 
 

12.手話学習支援のための動作解析法 

田中 一基，森 基，黒瀬 能聿（近畿大学） 
 

※ 終了後に懇親会を開きますので、是非ご参加下さい。 

JSiSE 2005 年度 第 5回研究会 

開催場所日時決定！  

開催場所変更しました！  
 
○第５回研究会 

【テ ー マ】教育実践システムと学習評価 
【開 催 日】2006 年１月 28 日(土) 
【開催場所】日本大学 文理学部（東京都世田谷区） 
【担当委員】米澤宣義（工学院大学），佐々木整（拓殖大学） 
【開催趣旨】第５回の JSiSE 研究会は,電子情報通信学会と情報処理学会（未定）の２学会共催で実

施します。今後、ますます入学者の学習能力の分散が大きくなり、また受動的な学習者

が増加して、これまでの授業スタイルが成り立たなくなるのは時間の問題であると考え

られます。このような学習者の多様化に対して、授業を理解しやすくし学習者のやる気

を引き出し、さらに授業を活性化して学習目標をクリアすることを支援するシステム、

学習者を多元的にタイムリーに管理するシステム等各種の教育システムを利活用して

授業スタイルを変えていく必要があると思われます。本研究会はすでに教育システムを

実践されている方を対象に、使用しているシステムの概要と設計仕様ならびに学習効果

（学習評価の方法も含めて）に関する論文を募集します。 
【連 絡 先】米澤宣義（工学院大学）ct72058@ns.kogakuin.ac.jp 

佐々木整（拓殖大学）sasaki@cs.takushoku-u.ac.jp 
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国際会議案内文責 松田 憲幸（和歌山大学） 
E-mail： matsuda@sys.wakayama-u.ac.jp 

 
国際会議の案内 

 
国際会議は，教育システム情報学会の会員

のみなさんからの紹介やインターネット上

で流れている CFP 情報をもとに編集されて

います．会員のみなさんに紹介したい国際

会議などがありましたら，下記までご連絡

下さい．また，実際に国際会議に参加され

たレポートなどを送っていただければ今後

の国際会議の案内作成の際に大変参考にな

りますので，そちらのほうもお待ちしてお

ります． 

新着情報３件 

AIED2005: The 12th International Conference 

on Artificial Intelligence in 

Education 

開催日程：2005 年 7 月 18-22 日 

主催：AIED Society 

論文応募締切：2005 年 1 月 28 日 

開催地：Amsterdam, Netherlands 

URL: http://hcs.science.uva.nl/AIED2005/ 

ED-MEDIA2005: World Conference on Educational 

Multimedia, Hypermedia &Telecommunications 

開催日程：2005 年 6 月 27 日-7 月 2 日 

主催：AACE:Association for the Advancement of 

Computing in Education 

提案応募締切：2004 年 12 月 20 日 

開催地：Montreal,  Canada 

URL: 

http://www.aace.org/conf/edmedia/call.htm 

IJCAI-05: Nineteenth International Joint 

Conference on Artificial 

Intelligence 

開催日程：2005 年 7 月 30 日-8 月 5 日 

主催：IJCAI 

論文応募締切：2005 年 1 月 21 日 

開催地：EDINBURGH, SCOTLAND 

URL: http://www.ijcai05.org/ 

FIE 2005: Frontiers in Education Conference 

開催日程：2005 年 10 月 19-22 日 

主催： ASEE, IEEE Education Society, IEEE 

Computer Society 

概要応募締切：2005 年１月１０日 

開催地：Indianapolis, Indiana, USA 

URL: http://fie.engrng.pitt.edu/fie2005/ 

WMTE 2005: Third IEEE International Workshop 

on Wireless and Mobile 

Technologies in Education 

 開催日程：2005 年 11 月 28-30 日 

 主催： IEEE Technical Committee on Learning 

Technology 

 論文応募締切: 2005 年 6 月 1 日 

 開催地：徳島 

再掲載情報２件 
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会費未納の方にご請求します。 

会費の前納にご協力ください。 

 

今回，未納の方のみに請求書と振込用紙を同封しましたので，ご納入のほどよろしくお願い申

し上げます。請求書発行時（約 1～2 週間前）の行き違いについてはご容赦ください。また，不

明な点については，まことにお手数ですが事務局へメールでお問い合わせくだされば幸いです。 

････････････････････････････････････････････････････ 
■問い合わせ 

教育システム情報学会事務局 

〒661-8620 尼崎市南塚口町 7-29-1  園田学園女子大学情報教育センター内 

E-mail：secretariat@jsise.org     ※ 同封の振込用紙をご利用ください。 

  

 

●新入会員（敬称略） 

JSiSE-A0402202 黒澤和人  白鴎大学           正会員 

JSiSE-A0402203 佐藤智明  神奈川工科大学         準会員 

JSiSE-A0402204 竹中真希子 国立大学法人大分大学      正会員 

JSiSE-A0402205 宮副美希  佐賀大学大学院         準会員 

JSiSE-A0402206 井原 零  くらしき作陽大学        正会員 

JSiSE-A0402207 武内雅宇  大阪大学産業科学研究所      準会員 

JSiSE-A0402208 松本 哲  京都コンピュータ学院      正会員 

JSiSE-A0402209 神原浩二  東日本電信電話株式会社      準会員 

JSiSE-A0402210 掛川淳一  東京理科大学          正会員 

JSiSE-A0402211 松田昇一  大分大学           正会員 

JSiSE-A0402212 大貫和則  筑波大学           準会員 

JSiSE-A0402213 畠山彰文  北海道医療大学         正会員 

JSiSE-A0402214 福元 基  職業能力開発総合大学校東京校   準会員 

JSiSE-A0402215 長瀧寛之  鳥取環境大学          正会員 

JSiSE-A0402216 小椋裕子  関西大学           正会員 

JSiSE-A0402217 小島一晃  名古屋大学          準会員 

JSiSE-A0402218 佐埜好英  太成学院大学          正会員 

JSiSE-A0402219 橋本純人  東京都立紅葉川高等学校      正会員 

JSiSE-A0402220 戸塚法子  淑徳大学           正会員 
 

（2004 年 8 月 17 日～2004 年 9 月 29 日） 
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2004 年度第 3 回研究会の報告 

テーマ：学習モデルの再考と知的学習支援システム 
 

担  当：研究会委員会 
小西 達裕／平嶋 宗／伊藤 紘二 

 

2004 年度の第３回研究会は，『学習モデルの再考と知的学習支援システム』をテーマに，静岡大学情報学部（静

岡県浜松市）にて開催されました。今回の研究会では、言語や知識を取り扱う学習・教育支援システムの研究、学習

を理論的に捉え、それを教育システムのデザインに結び付けてゆく研究を中心に論文募集を行い、１０件の論文をご

投稿いただきました。内容的には初等・中等教育から社会人教育まで幅広い題材に対して、メディア処理、バーチャ

ルリアリティ、問題解決と知識表現、シミュレーション、手書き入力デバイスの利用技術など、様々な先端技術を応用

した発表が集まり、今後の教育システム研究の発展の方向性を予感させる研究会となりました。当日の質疑応答も非

常に活発で興味深いものでした。ご発表・ご参加いただき，活発な議論をしていただいた方々に御礼申し上げます。 

なお今回の研究会の流れを汲みまして、2005 年度にも『先進的学習支援システム』をテーマにした研究会を企画

しております。多くの皆様のご発表・ご参加をお待ち申し上げております。 

 
 

・開催日：2004 年 9 月 17 日 

・場 所：静岡大学 

 
１．マルチモーダルコンテンツとインタラクティブ

学習によるボイストレーニングシステムの開発 
桐山伸也，北澤茂良（静岡大学） 

 

プレゼンテーションやスピーチ，インタビュー

などの機会において，その内容もさることながら

「話し方のうまさ」が成功の鍵を握るといっても

過言ではない．相手にとって分かり易く，好印象

を与える話し方を習得したいという願望を持つ人

は少なくないと考えられる．この観点から本研究

では，「話し方のうまさ」の共通基盤となる「相手

が聞き取りやすい正しい日本語で発声する技能」

を誰もが気軽に修得できることを念頭に置き，1）

一滴のボイストレーニング講師による指導を収録

したデータを基に生成した．話し方習得のための

練習方法やノウハウのマルチモーダルコンテンツ

によるオンデマンド学習と，2）鼻濁音や母音の無

声化といった日本語発声の基本学習項目について，

音声分析技術を用いて学習者の発声を分析し，習

熟度を自動判定して適切なフイードバックを与え

るようなインタラクティブ学習が可能なボイスト

レーニングシステムを提案する． 

 
２．エビデンスに基づく評価のための HR 能力情報

モデル 

瀬田和久（大阪府立大学），池田 満（北

陸先端科学技術大学院大学），平田謙次

（産業能率大学），林 雄介（北陸先端

科学技術大学院大学），栗山 健（学習

研究社） 

 

人の能力を把握するための測定・評価では，さ

まざまなバイアスが入りやすく，妥当性・信頼性

ある情報を得，それを管理するに至っていない．

能力評価の原理的指針を明らかにするとともに，

人的資源の能力成長履歴を適切な形で組織化し，

蓄積するモデルを構築することは，人事考課のみ

ならず，人材開発や配置転換などの人的資源管理

の各機能を適切に実施するための基礎となる．そ

こで、人の能力発揮に関する観測可能な事実から，

明確な評価指標と厳正な評価方式によって，人の

能力評価を導くことを，本研究ではエビデンスに

基づく評価（eBase:evidence）と呼ぶことにする．

本稿では，エビデンスに基づく評価とオントロジ

ーの概念を紹介し，これに基づく人的資源の能力

情報モデルについて述べる． 
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３．自然範疇の学習のための ITS の開発 

相田寛之，塚原 渉，岡本敏雄（電気通

信大学） 

 

本研究では自然範疇の学習を行うための ITS 開

発する．自然範疇の知識の基礎をなす情報モデル

である素性群理論に従って学習者モデルを構成す

る．問題事例とプロトタイプとの類似度を求める

際の学習者とエキスパートとの差異をもとに診断

を行い，適切な指導を行う． 

 

４．英語のマルチモーダルコミュニケーションを

学習するための言語知識に関する検討 

堀内裕晃，木寺敦則，桐山伸也，竹林洋一

（静岡大学） 

 

本研究では、英語のマノレチモーグルコミュニ

ケーションを学習するための言語知識を検討し、

新しいタイプの英語学習システムを構築した従来

の英語学習教材・英語学習環境には、ネイティブ

スピーカーの心の状態や変化を読み取ってコミュ

ニケーションをする術を学習するようなものが少

なかったが、本システムを利用した英語学習の特

徴は、円滑な英語コミュニケーションを行う上で

必要不可欠な言語知識を、学習者が興味あるマル

チモーダル知識コンテンツを閲覧しながら学ぶこ

とができるものであり、従来の英語学習教材・英

語学習環境が提供できなかったものを提供する、

というものである。また、本研究は、言語学・英

語学・英語教育学、自然言語処理、ヒューマンイ

ンタフェイスの研究者の文工融合型の共同研究で

あり、異文化間のシナジー効果によって、英語の

マルチモーダルコミュニケーション術の習得に役

立つ言語知識を、自然言語処理によって自動抽出

することにより、魅力的なマルチモーグル知識コ

ンテンツを効率よく作成することに成功した。 

 

５．再利用可能な問題型の組み合わせによる問題

解決学習支援システム開発環境 

長谷川啓行，金子浩史，三原栄輔，鴫原

邦夫，長谷川健治，山地典顕，掛川淳一，

藤井雅弘，伊丹 誠，伊藤紘二（東京理

科大学) 

 

我々は従来より、与えられるもの（Given）と求

めるもの仏（Asked）の対からなる「問題型」とい

う概念を定義して問題解決学習支援システムの開

発を行っている。問題型の抽象度は、ヒュリステ

ィツクスレベルのメタ認知階層から分野に依存し

た知識レベルまで様々である。本稿ではこの再利

用可能な問題型のライブラリを作り、これを組み

合 わ せ て 問 題 解 決 支 援 シ ス テ ム 開 発 の

scalability を上げることができることを述べて

いる。 

 

６．Web-Based Training における教材内容への下

線引き活動の学習効果 

福永良浩，竹内 章（九州工業大学），平

嶋 宗（広島大学），国近秀信（九州工業

大学） 

 

教材学習は Web－based trainjng において重要

であるが．一般に流通している WBT システムの学

習履歴は教材フレムに対する累積の教材参照時間，

学習進捗率などであり・教材内容に対して学習者

の学習活動把握に至っては，この学習履歴からは

読みとれない問題点がある．そこで，我々は学習

者が経験的に行っている教材内容の重要概念に下

線を引くという負荷の少ない行為の学習活動で，

学習活動把握のための指標となる重要概念理解支

援システム（KCFS）の開発を行った・そして，KCFS

を利用した Web 教材内容への学習者の下線引きに

よる学習活動で．下線率という学習指標を学習者

にフイードバックを与えることは，重要概念の探

索活動においてフイードバック回数の増加を促し

記録情報（下線が引かれ外在化された箇所）に対

しての注意を喚起するとともに，より強固な定着

が行われ学習効果が期待できると考えられる， 

 
７．社会シミュレーションにおける誤りの可視化 

堀口知也（神戸大学），平嶋 宗（広島大学） 

 

社会現象を対象とするシミュレション学習粥

（simulation－based Learning Environment：SLE）

において，学習者の誤りを可視化する手法を提案

する．社会現象は，その複雑さや確率的性質から，

統計的技能の訓練の良い教材となり得るが，SLE

として構築された例は少ない．また，SLE におい

ては，学習者の仮説の誤りを予想外の現象として

顕在化することが重要となるが，筆者らは，学習
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者の誤った伝説を真としたときに生じる矛盾を現

象として提示する「誤りの可視化」の手法を，主

として連続系を対象として提案している・本稿で

は・マルチエージェント系としてモデル化される

社会現象を対象として・誤りを可視化するための

一手法を提案する． 

 
８．プログラミング言語に依存しないアルゴリズ

ム表現に基づくプログラム評価手法 

鈴木浩之，新村晃示，小西達裕，伊東幸宏

（静岡大学） 

 

本稿では、プログラミング言語では直接は提供

されていない抽象的なデータ構造の概念やそれら

のデータ構造に対する操作の概念を利用して、学

習者のプログラムを評価する手法について述べる。

プログラミング演習において、教師は、教授すべ

き教育意図を反映した課題を与え、学習者から解

答プログラムを回収する。それらのプログラムは

教育意図に基づいて評価されるべきである。我々

はこれまでに、教育意図をアルゴリズムとして表

硯する手法を考案し、このアルゴリズムを利用し

て学習者のプログラムを自動評価するシステムを

構築してきた。また、実際の教育への適用可能性

に関する実験的評価から、このシステムが教師に

とって有用であることを確認した。この実験では、

プログラミング言語に用意されているデータ構造

とそれらに対する操作だけを利用してアルゴリズ

ムを表現した。しかし、実緊のプログラミング演

習ではリストや表、二分木といった抽象的なデー

タ構造の概念についても教育が行われる。本稿で

は、抽象的なデータ構造を記述単位としてアルゴ

リズムを表現する手法を考察し、そのアルゴリズ

ムを基に、具体的なデータ構造を使って実装され

たプログラムを評価する手法について述べる。さ

らにプロトタイプシステムを使って実際にプログ

ラミング演習で回収されたプログラムを評価した

結果を報告する。 

 

９．小学生のための手書き入力電子教材の開発 

伊藤剛和（奈良教育大学），原 克彦（目

白大学），石垣一司，田村弘昭，岩山尚美

（富士通研究所），梶本佳照（三木市立教

育センター），尾崎さとみ，藤本辰男（三

木市立緑が丘東小学校） 

一斉指導の中でこれまで教師が個別に指導する

ことが困難だった漢字の筆順や計算過程の間違い

などを指導するための、学習用教材などを開発し、

その可能性などを小学校で実証実験した。ここで

は、タプレット PC と手書きによる文字認識技術を

利用した教材の開発について報告する。 

 
10．バーチャルリアリティを用いた体験学習支援

システム 

－マヤ文明コパン遺跡の探検と時間コントロ

ーラを用いた天文現象の学習－ 

山下 淳(東京大学先端科学技術研究セ

ンター)， 谷川智洋(情報通信研究機構)，

安藤 真(凸版印刷)， 吉田和弘(エク

サ)，王 燕康(情報通信研究機構)，葛岡

英明(筑波大学)，加藤 浩(メディア教育

開発センター)，廣瀬通孝(東京大学先端

科学技術研究センター) 

 

本論文では，複数の VR 空間をネットワークによ

って相互接続することでグループ学習を支援する

コンテンツと，時間操作を可能にするコントロー

ラを用いることで天文現象の理解を促進するコン

テンツを，実証事例を交えて紹介し，共同学習や

体験学習に対して VR が持ち得る可能性を検討す

る． 

 

 

 
 

◆◇ 研究報告書のお求めは ◇◆ 
なお、JSiSE 会員で「研究報告」の年間購読（購

読料は送料込みで年間 4,000 円）をご希望の方は

JSiSE 事務局 TEL（06-4961-6507），E メール

（secretariat@jsise.org）までご連絡ください

（年間 6回）。この際，ぜひ購読されますようおす

すめいたします（教育システム情報学会研究会委

員会担当／伊藤紘二）。 
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ICT を利用した優秀教育実践 

コンテスト 参加募集のご案内 

 
近年の ICT（情報通信技術）を用いた教育の改革は、急速な勢いで進みはじめています。しかしなが

ら、その多くは ICT の技術特性を十分に生かせられず、その機能を活用し切れていない側面もあります。

本来、ICT の利用は、合理的（時間、労力、効率）で最大効果（記憶、活用、動機付け）がもたらせら

れるものであり、また、その実現の可能性は高いと考えます。そこで、実践事例を広く募集し ICT が有

効に展開している事例を紹介することを目的に、「ICT を利用した優秀教育実践コンテスト」を開催い

たし、優秀な取り組みには先行的な努力を称え顕彰いたします。広く多くの機関、グループ、個人から

積極的な応募をお待ちしています。 

 

○募集対象： 

初等中等教育、高等教育、生涯教育、企業内教育、及び、民間教育機関等において、情報通信技術

を活用した教育活動を実践している取り組みを対象とします。ただし、２００４年度までに実践さ

れた活動であること（構想段階のものは対象外です） 

なお、応募代表者が、本学会員である必要はありません。 

 

○審査方針 

１．実際に運用・実践がなされていることを前提とします。教育効果が検証されていることは特に必

要としません。 

２．プラットフォームの新規性/先進性、ICT 技術の組み合わせ方の工夫、運用方法の工夫など、多

角的に評価します。全てに優れている必要はありません。 

３．次世代につながる実践活動を高く評価します。 

４．同一機関から類似する複数事例の応募があった場合、まとめて審査する可能性があります。 

 

○応募方法：申込書に必要事項を記入し、審査資料（※１）を添え、「ICT を利用した優秀教育実践コ

ンテスト応募」と朱書きの上、教育システム情報学会の事務局宛に期日までに送付して下

さい。 

○締  切：２００５年１月末日、事務局到着分まで有効とします。 

○参 加 費：無料 

○そ の 他：一次審査（書類審査）入賞者には、大阪会場［３月１９日(土) 大阪経済大学］及び、東

京会場［３月２６日(土) 午後、東京理科大学森戸記念館］で行われる発表会でご発表い

ただきます（詳細は別途連絡。両会場でそれぞれご発表いただけることを歓迎いたします。

少なくとも一方の会場にはご参加下さい）。 

また、発表会の原稿に基づき、後ほど「事例集」を出版する予定です。 

○後  援： 

 

（※１）審査資料：（提出いただいた資料は、原則、返却いたしません） 

１．教育の目的、内容等を示す“シラバス”など 

２．情報通信技術の利用方法（A4 用紙４ページ程度まで。形式は任意） 

    ３．実践活動の典型的な様子を記録した写真、実践活動の審査に際し、参考となる資料など。 

 

★申 込 先：教育システム情報学会（JSiSE）本部事務局 

〒661-8520 兵庫県尼崎市南塚口町 7-29-1 

園田学園女子大学情報教育センター内 

 

★お問合せ：itoh@cs.inf.shizuoka.ac.jp（担当理事：静岡大学情報学部 伊東幸宏） 
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現在、教育システム情報学会では会員の皆様のお力添えのもとで、わが国を代表する「教育と

情報通信技術」に関わる学会になろうとしています。学会の活動をより充実させるには、幅広い

研究分野からの会員の参加と予算基盤を安定化させるために会員数の確保が必要となります。今

年度の4月からの入会者数は100名を超え8月 16日現在の会員数は1311名と急増していますが、

1500 名の会員数を第一段階の目標としております。 

つきましては、下記のような会員募集キャンペーンを実施することになりました。 

会員の皆様におかれましても、ぜひ推薦者となっていただき新しい会員の確保に、特別のご協

力をお願い申し上げます。 

 

記 

 
キャンペーン期間 2004 年 10 月 1 日～2004 年 12 月 31 日 

キャンペーン内容 正会員、企業・団体会員の推薦または各支部の推薦で入会される方は、2004

年度の年会費を半額にする。 

         正 会 員 2004 年度の年会費を 3,500 円（現状は 7,000 円） 

         準 会 員 2004 年度の年会費を 2,000 円（現状は 4,000 円） 

         企 業 ・ 団 体 会 員 2004 年度の年会費（一口）を25,000円（現状は50,000円） 

 

                   (注)維持会員の名称が企業・団体会員となり、一口につき正会員を 

2 名まで登録できるようになりました。 

 
以上 
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